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福井市障がい者自立支援協議会 

令和 4 年度 第 1 回 居宅生活支援部会 報告 

日時 令和 4 年 6 月 3 日(金) 10:00～11:15 

会場 ハピリン 4 階 研修室＋オンライン 

進行内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会…挨拶、今年度委員に参加された方の紹介 

 

２．報告事項 

①強度行動障害児者の支援について 

 ・今年度の WG について事務局 山本委員より説明。 ※資料 1 参照 

①  前回実施した『強度行動障害支援者 学習・交流会』について 

②  今後の『強度行動障害支援者 学習・交流会』開催について 

③  今後の WG について 

④  まとめ 

【質疑応答・意見交換】 

・今年度中に事務局を福井市基幹相談支援センターへの移行を、ということである

が…？ 

→ノウハウは共有する。  

→居宅部会の事務局も一緒に参加する。 

・WG の話し合った内容は事務局に聞けばいいのか 

→個別に対応させていただく。 

 

3.協議事項 

～昨年度最終部会の中で上がった案を振り返り、今年度の活動を検討する。～ 

（１）『障がい者の余暇活動の冊子改訂』について ※資料 3 参照 

・【見つけよう！じぶんのやりたいこと 障がい者のためのクラブ・サークル紹介】

は、居宅生活支援部会により平成 24 年度に発行し、今年度改訂。 

今後は、３年をめどに更新を継続していくこととなっている。 

① 今後の更新計画：案を提出し、部会員に諮る。 

追加したほうがいいもの・経過や現状の情報共有を行う。 

② 今後のスケジュール(予定) 

8 月実施の各部会で関係機関への周知を図る。（1 か月半から 2 か月） 

9 月のアンケート締め切り時期を少し早める。 

※2 月の発刊方法（冊子として発刊するか）は検討する。インターネットでの更 

新は行う予定 

※部会員へは掲載の選定と調査を各グループに分けて依頼する予定。 

☆vol.2 に掲載したのは 15 団体(H24～R1 まで)であり、現在では活動されていない

可能性がある。また、掲載されていあいが参加している団体があったり新たなも

のがあれば情報をいただきたい。 



【質疑応答・意見交換】 

・「名前と連絡先だけでもいいので情報をいただきたい」、といった協力依頼を行

う。  

・回答用紙はどのように配布するのか？ 

・アンケートに関してはすべての欄を埋めなくてもいいのか？ 

・委員の方の中で、入会している協会の事務局に依頼し法人にメール配布の依頼を

してくださるという声があった。 

・県の育成会に入っている方でサークル活動されている方もいるとのこと。 

・総会にはコロナ禍で引きこもっている方もおり、団体活動やグループが苦手な方

もいるため個人として受けることのできるサービスの情報が欲しい。 

・グループの活動だけでなく、個人として参加できるものの情報もあったほうがい

いのではないか。 

・障がいを抱えた団体のみに対象を絞るとよくない可能性もある。障がいがあって

も受け入れ可能な活動も掲載してはどうか。 

・今までは一般の方のみで活動していたとしても障がいのある方 OK となった団

体も掲載してはどうか 

・受け入れ OK の団体を掲載することでいいきっかけとなるかもしれない。 

・相談支援専門員からの情報もいただきたい。(趣味で囲碁や将棋をされている方

などもいるのではないか). 

・自分たちで始めたサークルなどにも掲載を打診してみる予定の委員もいらっし

ゃった。 

・スケジュールがタイトすぎると、アンケートが戻ってきてから大変(写真の準備・

サークル活動の市内外範囲の確認・会場によっては協力施設まで掲載許可をとる

必要があるかもしれない)。 

・どういった目的でアンケートを使うのか明確にした依頼書を同封してはいかが

か。 

【決定事項】 

・6 月 24 日の全体会にて他の部会への周知・依頼を行う。 

・アンケート締め切りの日程を早める(予定では 8/19)。可能であれば 9 月までに

情報を記載していく。市と会長で簡易的な表を作成し配布、7 月末に回収したも

のを提出。 

・アンケートに同封する依頼書は会長が作成する。 

 

（２）障がい福祉人材の育成・確保について  

① 概要 

② 今年度の活動内容(案) 

※資料 4 参照 

 



【質疑応答・意見】 

・支援者が増えれば QOL が上がってよい。 

・イベントへの便乗・学生へのプロモーションはどうか。 

・単発での楽しいイベントはできないか。 

・働いている人の姿がわかり、イメージしやすいもの。 

・学生とのコラボを検討してみてはどうか。 

・コロナのため実現できないものがあるところが、現状ではある。 

・家族向けの研修会も以前はあったが、家族会だけでは限界がある。 

・障害種別により感じ方が違う場合もある。 

・大学のサークルに依頼し共同作業した過去がある。 

・登山やウォーキング等、話しながら体を動かすようなものはどうか。 

・SNS で発信し広めていくのはどうか。 

・障害福祉より高齢福祉に重きがおかれることが多いため、関心が少ないのでは 

ないか。 

・ソーシャルワーカーデーに便乗してはどうか。 

・人材確保であれば、リアルなところ(賃金など)も出してはどうか。 

・単発ではお金がかかるため、福祉フェアにブースを出すのはどうか。 

・支援者と利用者との楽しい写真大賞などイベントを行ってみてはどうか。 

 (大学祭などに持ち込み企画として提案する？) 

【結果】 

 ・今年度は冊子作製に取り組む時間が大きくなる。 

 ・イベントなどに関しては今年度は計画・立案として下地を作る。 

 ・来年度改めて動き始められるとよいのではないか。 

 

 

会 議 名 日  時 場  所 

第１回 部会 令和４年 ６月 ３日(金)１０：００～ ハピリン４階 研修室 AB 

第２回 部会 令和４年 ８月１９日(金) 未定 

第３回 部会 令和４年１１月２５日(金） 未定 

第４回 部会 令和４年 ２月１７日(金) 未定 

 

 

 

 


